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そこで必要となるレイアウト記述言語を考案している O これは C 言語とレイアウト記述関数より構成されるもの
であり，レイアウト記述に C言語のデータ構造や制御文等をそのまま利用できる。広く普及している C コンパイ
ラの利用によって実装性と拡張性が備わった処理系が構築され，本手法が機能セルのレイアウト設計自動化に対し
て実用上有効であることを示しているO
(2) レイアウト記述言語処理系を効率的に活用するために，制約グラフを導入し，既存のレイアウトからレイアウト
記述を自動生成する手法を提案しているO そのレイアウト記述は水平方向と垂直方向のレイアウト要素聞の制約を
同時に表現しているため，繰り返しコンパクションを行う必要がなく，高速にレイアウトを自動合成できる。
(3) レイアウト自動合成が線形計画問題として定式化できることを明らかにし，グラフ理論的手、法を用いたシンプレッ
クス法に基づくレイアウト再合成手法を提案している O さらに，この問題に対するシンプレックス法の高速化法を
考察し，実用的な時間でレイアウトが再合成できることを示し，本手法の有効性を確認している。
以上のように，本論文はレイアウト記述言語に基づいたレイアウト設計自動化において多くの有用な研究成果をあ
げており， VLSI の機能セルのマスクレイアウド設計の分野に寄与するところが大である。よって，本論文は，博士
論文として価値あるものと認める O
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